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私の人生の転機は，2002年 7月，

ジョセフ・トビンという一人のアメ

リカ人研究者に日本で出会ったこと

でした。この出会いによりアメリカ

留学と博士課程進学の道が開かれ，

2005 年 8 月からの 8 年間をアメ

リカで過ごすこととなりました。

留学先のアリゾナ州立大学大学

院では，そのトビン先生に師事し，

心理学部のナンシー・アイゼンバ

ーグ研究室でリサーチアシスタン

トとして働き始めました。トビン

先生は文化人類学者で，3ヵ国の

幼稚園の比較研究，5ヵ国の移民

の子どもたちの比較研究をされ，

毎月のようにフィールドワークに

出られていました。アイゼンバー

グ先生は，感情・社会化の発達研

究の第一人者で，子どもの自己制

御に関する縦断研究を手がけてい

て，先生もまた毎日のように実験

をされていました。

研究に邁進されるお二人の先生

を間近にみて，私は瞬く間に研究

の魅力にとり付かれ，トビン先生

が録音してきたインタビューを聴

き漁り，アイゼンバーグ研究室の

実験に入り浸りました。修士課程

の時に専攻していた文化心理学か

ら，発達心理学，教育心理学，教

育学，文化人類学と学びを広げて

いきました。まさに学際的な面白

さに目覚め，一つのテーマに様々

な方法でアプローチする醍醐味を

知った時でした。博士課程進学当

初に抱いていた文化と感情への漠

然とした関心から，「私は，子ど

もや教師といった人間が，社会の

一員・文化の一員になっていく過

程とそこに文化がどう関わってい

考察し，今後の研究では，日本・

アメリカ・中国の幼稚園教諭が熟

練教師になる過程を検討したいと

思っています。これら一連の研究

は，「社会化・文化化」という観

点から，他文化だけでなく自文化

をも距離を置いて事象を分析する

点で繋がっています。私のこれら

の関心や方法論は，留学生活を通

して築かれたと思います。

留学生活では，学問・文化・

人々と，多くの出会いがあります。

一つひとつの出会いを大切にし，

それをチャンスと捉えて，自分の

力にする努力をし，上手くいかな

ければ，相談する。わからないこ

とがあれば，尋ねる。困った時に

は，助けを求める。そして行動で

示すことを心がけました。母語・

母国だったらもっとできたのにと

感じる時は，仕事を人の 2倍，3

倍もしました。これから留学なさ

る方，ぜひ，多くの出会いを力に

してください。アメリカにはその

環境とシステムが整っています。

多くの方に，多くの出会いがある

ことを祈っています。

るのかに興味があるのだ」と，興

味の根源を発見した気がします。

私にとって，留学生活と研究は

次第に切り離せないものになりま

した。両親共に東京出身の私は，

毎年田舎に帰郷する人が幼少の頃

から羨ましく，私には故郷がない，

と淋しく思っていました。アメリ

カに留学して初めて，「私の故郷

は東京だ」「私は日本人だ」とあ

る意味当たり前のことを実感しま

した。日本を離れ，距離を置いて

母国を見ることで，日本・日本文

化を様々な国・文化の中の一つだ

と捉えるようになりました。これ

らは，比較研究で日本を取り扱う

うえで重要な視点だと思います。

また，多くの留学生と共に授業を

受け，研究プロジェクトに参加し，

講師として，中国，トルコ，フラ

ンス，アルゼンチン，ケニアなど

各国からアメリカに来ている教

授・学生と一緒に働きました。毎

日の生活が「異文化理解」「多文

化共生」であり，その中での「他

者理解」でした。そんなエスノグ

ラファの毎日とも言える日々で，

学問的にも，文化人類学，エスノ

グラフィ（質的研究）に魅了され

ていったのかもしれません。

博士論文では，日本の幼稚園教

諭がどのように子どもたちの情

緒・社会性の発達を支援している

のかを探究し，「見守り」「思いや

り」「けじめ」などの重要性とそ

の教授法を示しました。これから

出版される本では，日本の幼稚園

教諭の教授法を「心と体」の概念

から，頭で考えていることと実際

に体で行動していることの連結を

出会いを力に！
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